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零 磁 場 共 鳴 法 に よ る抜 和 現 象















囲 18､ もは 塩素酸バ リウムー水和物の多結晶から得られたスペク トルである｡














































































分子内の他の原子 ･イオンなどとの相互作用が加わ り､ス ピンに対 してはランダム
な磁場 として作用するためであると考えられる｡ したがってここまでの話を､内部
磁場がランダムに揺動する場合に拡張する｡
5.ハ ミル トニアンが時間 に依 る場合
播動磁萌を考えることにより､ハ ミル トニアンが時間に依存する場合 には ､解析
的な解は一枚には求められないので､数値計算によってスピンの期待値を求める方
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法を述べ る｡多結晶試料を考えた場合､スピンの期待値の実鼓室系での第 n成分は
W )-i(sn(o))E.∑∑(J･mKU(,o)sp (,･o)BSLIJ･m) '6I入3L,y.Z仇
のように表される(n-X,Y,Z)｡ ここで( )βは ､播動に対 して平均を取ることを示 し
ている｡(Sn(0),.Iま初期における磁化のn成分の平衡値である｡mは スピン系の取 り






U(t･0,-exp烏 I.EdTK (T ,] -lim貞一U(,A,
と書ける｡ただしU(tk)は各時刻における時間変化の割合を表 していて




















SlZ､S2Zの固有状態を基底 とすると､ U(t上)は (8)式にしたがって
U(tk)t ト 旦 x2




















のように変えて得 られた 5W )/(sn(o),.をフーリエ変換 して求めたスペク トルを示
す｡
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wD一1.0,C1-0.01I
図3& -3W,/2A o 3u),/2A W/A
固ab -3wD/2△ 0 3wD/2A W/A
図3C -3W,/2A O 3wD/2A w/A
国3d -3wD/2A o3wD/2A w/A
図38 -3wD/2A O 3wD/2A W/A
図 4& -3W./2AO3wD/2A くカ/A
図 4b -3wD/2AO3wD/2A LD/A
図4C -3wD/2A03wD/2A u)/A
図4d -3wD/2A03wD/2A W/A





(1)wD=1.0=A の場合 (図 38- e)
播動が速 くなるにつれ､スペク トルに広がりが見られる｡ しかし全体の形状には ､
あまり大きな変化は見られない｡これは播動の凍幅が､各々のど-ク間隔に比べ小
さいためだと思われる｡
(2)wDヨ0.62831くA の場合 (図48- e)






(3)WD=3･0)A の場合 (図 5)
最後は掃動に対 しWDがかなり大きい例をあげよう｡初めにあげた実故の例､図 1
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